
 

 

 

 

 

 

 

 

 

音 の 記 憶 

 

                                校 長  澤田 有子 

 がらあんとした校舎に元気な子どもたちの声が帰ってきました。子どもたちの声が溢れている校内は、本

当によいものです。子どもたちは、この長い夏休み期間中にどのような経験をしてきたのでしょうか。二年

生の子どもが夏休み明けの朝会で、「お留守番が上手にできるようになりました。」と話していました。二年

生の子どもが一人でお留守番をすることは、さぞや心がどきどきしたことでしょう。でも、自立への道の一

歩を確実に踏み出したと考えてもよいでしょう。そのほかにも普段の生活ではあまり経験ができないことを

体験する中で、子どもたちはきっと多くのことを学び、成長したにちがいありません。 

 さて、前期も終盤を迎えます。今後も自らが体験することで、自分ごととして物事をとらえ、自分なりに考

えられる子どもたちを育てていきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人は、五感の中にたくさんの記憶を仕舞い込みます。子どもたちはこの夏休みに、どんな「音の記 

憶」を仕舞い込んだのでしょうか。それは、きっといつか子どもの頃の懐かしい夏の記憶を呼び覚 

ますためのボタンとなることでしょう。波の音に蜩の鳴き声、氷を削る音、遠い子どもの日の記憶。 
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大根の種まき ８／２６ 

 地域ボランティア(保護者ＯＢ)の方が、

畑を耕し、大根の種まきをしてくださいま

した。一週間たった今、かわいい芽が出て

きています。この大根は、餅つき祭りの時

に振る舞われる豚汁の具になります。楽し

みです。ありがとうございます。 
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